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概要
「宇宙の噴水」天体とは、進化末期の恒星でありながら、水蒸気メーザー発光する分子ガスを伴った細く絞られた高速双極流（ジェット）を持つ天体を
指す。今までに 15 天体でその存在が確認されている。このような恒星ジェットが、やがて複雑な形状を持つ惑星状星雲を作ると予想される。ところで、
それがどのように形成されるのか、そもそもどんな恒星が宇宙の噴水を形成するのか？ その手掛かりをつかむために、 宇宙の噴水の母星の距離と銀河系
内での運動を求め、恒星質量を間接的に推定するという手法が考えられる。 今回、宇宙の噴水の１つである IRAS 18286−0959についてそのような計測を
天文広域精測望遠鏡 (VERA) を用いて行ったので、その結果を報告する。観測は 2007 年 10 月から 2009 年 9 月まで行われ、毎回数 10 個のメーザー
スポットを検出したが、各スポットの発生／消滅が著しく、１年以上生き残ったたった１個のスポットに対して年周視差計測を試みた。その結果、年周
視差の値として π = 255 ± 54 µas が得られ、距離に換算すると D = 3.9+1.1−0.7 kpc となった。また、経年固有運動 (µα , µδ ) = (−3.4 ± 1.6, −7.2 ± 1.6)
[mas yr−1] （誤差は Yung et al. 2011 によるメーザー源内部運動より推定）も得られた。これらの観測値から、IRAS 18286−0959 までの銀河系中心から
の距離と銀河系円盤中央面からの高さ (R, z ) = (4.93 ± 0.69 kpc, 22 ± 2 pc) と、銀河系内での三次元運動 (VR, Vθ , Vz ) = (64 ± 30, 133 ± 36, −17 ± 31)

 [km s−1] （銀河系中心を中心とする円筒座標系内） とが推定された。この運動は、比較的銀河系回転に従って運動する星形成領域や赤色超巨星のそれらと
比べて著しく銀河系回転からはずれており、母体の恒星は中質量の漸近巨星枝 (AGB) 星あるい後 AGB 星だという、従来からの推察 を支持する。

図 1  
Spitzer/GLIMPSE
中間赤外線像で見られる
IRAS 18286-0959 ( 中央）
(Deguchi et al. 2007)

考察
1. メーザースポットの寿命：　毎回数 10個検出されるが、１年以上のものはたった１個（図 3)。大部分のものは数カ月。ある短期間に
　まとまってスポット群が発光・消滅。
　　　⇒図 2に見られるようなはっきりしたパターンが見られる様になる。パターンから離れるスポットは消滅し易くなる。
　　　⇒宇宙の噴水が見られる期間の長さは、観測される力学的年齢（メーザースポット群分布の広がり／ジェット速度）よりも長いはず。
2. IRAS 18286-0959 の光度：　少なくとも 10,000 Lsun （AGB星としては最大光度くらい）
3. 銀河系内の位置と運動：　平均的な銀河系円盤回転からのずれ（>50 km/s）c.f. 大質量星形成領域や赤色超巨星の運動ではそのずれは
　　30 km/s以内 (Baba et al. 2010)
 　　　　　　　　　　　　　　　　IRAS 18286-0959 の親星は比較的大質量のAGB星が起源らしい。
注意：遅延追尾再計算で採用されたVERA局位置が正確でないことが最近判明したので、ここで報告した結果の数値は、結論が変わらない範囲で今後多少変更される予定。
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VERA観測と同時期に
行われたVLBA観測に
よって見いだされた
H2Oメーザースポット
群の分布／固有運動／
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図 3 
VERA観測によって追跡された２つのH2O
メーザースポットの運動。１年以上寿命が
あったスポットはここで提示したもののみ。
(Imai et al. 2011 in prep.)


